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　����年（昭和��年）�月��日、沖縄が日本に返還
された。返還前の沖縄では、琉球政府が独自に琉
球切手と呼ばれる郵便切手を発行していた。そし
て、返還のおよそ�ヶ月前の����年（昭和��年）�月
��日、琉球政府は「琉球切手：海洋シリーズ第３集
（海鳥と海と島）」を発行した（→No.��）。
　この切手の初日カバーに同封されている説明に
は、沖縄の島々には古くからアホウドリをはじめと
する海鳥群がすんでいたが、近年では石垣市に属
する無人島でしか海鳥群を見られることは出来な
くなった旨、記されている。

琉球政府切手と
尖閣諸島の海鳥

（�）沖縄返還

沖縄返還
協定発効

1972年5月15日
昭和47年

国連アジア極東
経済委員会（ECAFE）
報告書公表

1969年5月
昭和44年

沖縄返還協定署名

1971年6月17日
昭和46年

中華人民共和国政府
外交部声明

1971年12月30日
昭和46年

時代区分V

1972年4月

No.75

施政権が日本に返還された沖縄の範囲に
尖閣諸島が含まれることを示す地図

No.74

沖縄返還直前に
琉球政府が発行した切手

施政権が日本に返還された沖縄の範囲に含まれた尖閣諸島
　����年（昭和��年）�月��日、日米間で「米国との沖縄返
還協定」（略称）が署名され、沖縄の施政権が日本に返還さ
れることとなった。同協定の「合意された議事録」には、米国
民政府布告第��号（����年��月��日：P��参照）に指定され
ている地域が返還対象地域として示され、尖閣諸島が含ま
れた。
　����年（昭和��年）�月��日、米国との沖縄返還協定が発
効し、沖縄の施政権が日本に返還された。
　資料調査では、日本に施政権が返還された沖縄県を示し
た地図「沖縄県総図」（→No.��）を確認した。これは、沖縄
返還協定が発効した�月��日に、日本政府が主催した沖縄
復帰記念式典（於：那覇市民会館）のために準備されたもの
と思われ、沖縄県公文書館に「沖縄復帰記念式典関連資
料」として所蔵されている。
　なお、米国との沖縄返還協定の際、日米地位協定に基づ
き、久場島、大正島は射爆撃演習場として引き続き米軍に提
供された。

作成年月日 1972年（昭和47年）4月14日

編著者 安次富長昭（図案）

発行者 琉球政府

収録誌 -

言語 日本語・英語

媒体種別 紙

公開有無 有

所蔵機関 沖縄県立博物館・美術館
（デザイン原板）

利用方法 沖縄県立博物館・美術館で
利用手続きを行う

　沖縄返還前の1972年（昭和47年）4月14日

に琉球政府が発行した切手（※1）。

　初日カバーに同封されている説明には、「沖

縄で海鳥群の見られるところとして、八重山石

垣市に属する無人島などが上げられるが」との

記載があるが、石垣市に属する無人島で、アホ

ウドリが生息する島であること、及び絵の構図か

ら考えるに、切手のデザインとなった島は尖閣

諸島の南小島、北小島であると考えられる。前

述の通り、正式には『海鳥と海と島』という名称

の切手ではあるが、俗に『アホウドリと尖閣の海

と南小島』と呼ばれることもある。

資料概要

135 136

無人島とアホウドリが描かれた切手

（3）-①琉球政府発行の切手と海鳥の写真時代区分Ⅴ

1972年（昭和47年）4月14日

「琉球切手：海洋シリーズ第3集（海鳥と海と島）」
（切手シートと初日カバー）

74No.

沖縄の施政権が日本に返還されたのは、����年
（昭和��年）�月��日。

※�

時
代
区
分

４

Ⅴ
報H29/P31
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デザイン原板

　　海洋シリーズ第3集（海鳥と海と島）

　琉球政府では、1972年4月14日に“海鳥と海と

島”を意匠とする海洋シリーズ第3集郵便切手を発

行する。

　沖縄で棲息する海鳥としてアホウドリ・カツオド

リ・アジサシ・オオミズナギドリなどがよく知られてい

る。それらの海鳥も古くは沖縄の各地の海岸に棲息

していたことが、文献や言い伝えによって明らかであ

るが、それも人文の発達により、次第に主要島から

遠ざかり、現在はへんぴな無人島でしか、その群棲

を見ることができない。沖縄で海鳥群の見られると

ころとして、八重山石垣市に属する無人島などが上

げられるが、そこにおいても卵や羽毛、鳥糞の乱獲

によりほとんどその姿を見せなくなった海鳥もあり、

無人島と言えども安住の地ではないと言えよう。

　（図案）

発　行　日 ： 1972年4月14日

額　　　面 ： 5セント

意　　　匠 ： 海鳥と海と島

刷　　　色 ： 多　色

版　　　式 ： グラビア

印 面 寸 法： たて33×よこ22.5（ミリ）

シート 構 成 ： たて5×よこ4の20枚

図　案　者 ： 安次富長昭

発 行 枚 数 ：250万枚

内容見本

137 138

時
代
区
分

４

Ⅴ

所蔵：沖縄県立博物館・美術館

所蔵：沖縄県立博物館・美術館
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